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日本薬局方 アムロジピンベシル酸塩錠 

 
アムロジピンベシル酸塩口腔内崩壊錠 

 

 
 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、このたび標記製剤の「使用上の注意」を裏面の通り自主改訂致しましたので、ご案内申し上げ

ます。 
つきましては、ここにあります内容に充分ご留意頂きますよう、宜しくお願い致します。 
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＜改訂内容（2012 年 6 月改訂）＞ 

改 訂 後 改 訂 前 

【使用上の注意】 
3. 相互作用 
本剤の代謝には主として薬物代謝酵素 CYP3A4 が関与し

ていると考えられている。 
併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

CYP3A4 阻害剤 
エリスロマイ 
シン 
ジルチアゼム 
リトナビル 
イトラコナゾ 
ール 等 

エリスロマイシン

及びジルチアゼム

との併用により、本

剤の血中濃度が上

昇したとの報告が

ある。 

本剤の代謝が

競合的に阻害

される可能性

が考えられる。

CYP3A4 誘導剤 
リファンピシ 
ン 等 

 

本剤の血中濃度が

低下するおそれが

ある。 

本剤の代謝が

促進される可

能性が考えら

れる。 
グレープフルー

ツジュース 
本剤の降圧作用が

増強されるおそれ

がある。同時服用を

しないように注意

すること。 

グレープフル

ーツに含まれ

る成分が本剤

の代謝を阻害

し、本剤の血中

濃度が上昇す

る可能性が考

えられる。 
シンバスタチン シ ン バ ス タ チ ン

80mg（国内未承認

の高用量）との併用

により、シンバスタ

チ ン の AUC が

77％上昇したとの

報告がある。 

機序不明。 
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※    改訂箇所 

※ DSU No.211（2012 年 7 月）に掲載予定。 

 

＜改訂理由＞ 

先発企業において、アムロジピンベシル酸塩製剤とシンバスタチンとの因果関連が否定できない相互作用

が集積されたため。 

 

以上 


